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原発をなくし、自然エネルギーを推進する高知県民連絡会
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伊方原発の再稼働を行わないことを求める要請書 

福島原発事故を経験した私たちは、日本のエネルギー政策を、原発から脱却し自然エネルギ

ーへと大きく転換することを求めて、県内の平和運動団体や市民が結集して、｢原発をなくし、

自然エネルギーを推進する高知県民連絡会｣を結成したところです。今や、すべての原発を再

稼働させることなく、「脱原発社会」に向かうことは大多数の国民の意思です。 

にもかかわらず、政府は、福島原発がいまだ危険な状態にさらされ、事故原因の究明も進ま

ない中で、関西電力大飯原発の再稼働を決定しようとしています。さらに、民主党前原政調会

長が、「伊方原発の再稼働の検討」に言及するなど、伊方原発再稼働に強い意欲を示していると

言われています。 

政府は、4月 5日の閣僚会議で、「暫定安全基準」を確認しましたが、これは、原子力安全・保安

院がまとめた 30 項目の安全対策などを実施する計画を立てさえすればクリアできるという「再稼

働ありき」の基準と言わざるを得ません。福島原発事故の原因究明と新たな安全基準、独立性と権

限を持った原子力規制機関も設置されない中での再稼働はあってはなりません。

伊方原発の沖合６㎞には、中央構造線が走っており、政府の地震調査会でも、「佐田岬沖の活断層

が動く可能性があり、その際にはＭ８クラスの地震発生があり得る」ことを指摘するなど、伊方原

発は南海連動地震等の地震の危険性に直面しています。伊方原発の耐震地震動は５７０ガルですが、

Ｍ８クラスの地震では、２０００ガルを超える揺れが想定され、その際には、地震動自体によって、

制御棒挿入の失敗など緊急停止機能が稼働せず、福島原発事故を上回る事故を引き起こす可能性が

あります。

伊方原発については、3 号炉においてプルトニウムを燃料とするプルサーマル発電が行われてお

り、ＭＯＸ燃料自体の強毒性や制御棒が効きにくくなるなどの安全上不利な特性があります。さら

に高燃焼度燃料である「ステップ 2 燃料」が使用され、この二つが併用されることにより双方の危

険性が重複するという他の原発にも増しての危険性を持ちます。このほかにも、老朽化に伴う金属

疲労・腐食や応力腐食割れ、中性子照射脆化・加圧衝撃による機器の脆弱性など、さまざまな危険

性が指摘されているところです。

四国内においては、四国電力自身が公表しているように、今夏においても電力不足は生じないの

であり、伊方原発を再稼働しなければならない理由は何らありません。

高知県は、伊方原発から 200 ㎞以内に県土のほぼすべてが位置し、かつ偏西風の風下にあり

ます。福島原発事故で放出された放射性物質が、東京や埼玉でも高い線量で検出されたことに

鑑みれば、いったん事故が起これば、高知県全体が甚大な被害を被ることは火を見るより明ら

かであり、高知県民も当事者です。 

 つきましては、貴職として、国に対して、伊方原発を再稼働させないことを求めるとともに、

再稼働を認めない強い姿勢を堅持していただきますよう要請します。 


